
「“矯正職員ならでは”のノウハウで
薬物乱用の恐ろしさを伝える」

高等学校における薬物乱用防止教室

福島少年鑑別所 × 高校

非行をした少年に対し、面接や行動

観察を通して鑑別を行い、彼らの更生
への道しるべを立てる少年鑑別所では、
収容される者に対して鑑別を行うだけ
ではなく、「地域援助」という形で、
地域における非行や犯罪の防止のため、
その専門性を生かした活動を行ってい
ます。

それぞれの少年鑑別所が、その地域
に合わせたニーズを探りながら、「少
年鑑別所ならでは」の強みを生かした
地域援助を行っています。

福島少年鑑別所では、地域援助の一

環として、県内の高校へ職員が出張し
て「薬物乱用防止教室」を行いました。

「薬物とは何なのか？」
「薬物依存とは？」
「司法手続き」
「違法薬物に頼らないためにはどうすべき
か？」
ということについて、高校生たちへ
向けてお話をしました。

少年鑑別所の職員が行う「薬物乱用

防止教室」は、違法薬物に関する知識
を伝えるものにとどまらず、薬物乱用
へ走ってしまう心のメカニズムを伝え
られる点が強みです。

多くの非行少年を現場で見守ってき
た法務教官と法務技官（心理）が講師
となり、心の揺れ動きや対人関係に
フォーカスしながら、薬物乱用や依存
について、専門的な視点からその恐ろ
しさを伝えました。

なるほど、
違法薬物の使用が心と身体、
そして生活に
どう影響するのかわかるね。


